
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月

二
八

ト

ル
フ
ァ
ン
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

-

R

・
ピ

シ

ェ
ル
公
表
梵

文
断
簡

に

つ
い
て
-

細

田

典

明

一

問
題
の
所
在

近
年
の
梵
文
阿
含
経
に
関
す
る
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
(
1
)

が
、

一
九
〇
四
年
に
ピ
シ
ェ
ル
が
公
表
し
た
四
種

の
木
版
刷
梵
文
断
簡

(B
l
o
c
k
d
r
u
c
k
 
G
a
n
w
e
d
e
l
 
I
-
I
V
、

「断
簡
I
-
I
V」
)
は
そ
の
発
端
と
な

(2
)

っ
た
も

の
で
あ
る
。
断
簡
I

の
写
真
に
は
そ

の
左
端
に
漢
字
で

「
雑
阿

含
五
巻

一
百
五
十
八
上
」
と
漢
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

シ

(3
)

ル
ヴ
ァ
ソ

・
レ
ヴ
ィ
が
い
ち
早
く
漢
訳
雑
阿
含
経
と
の
比

定

を
行

な

(
4
)
(
5
)
(
6
)
(
7
)

い
、
日
本
で
も
渡
辺
海
旭

・
岡
教
遽

・
椎
尾
辮
匡

・
赤
沼
智
善

・
山
田

(8
)

龍
城
等

の
諸
氏
に
よ

っ
て
漢
訳

・
パ
ー
リ
と
の
比
定
が
な
さ
れ
た
が
、

漢
訳
と

の
比
定
に
は
問
題
を
残
し
た
。
そ

の
後
、
『
ト
ル
フ
ァ
ソ
出

土

梵
文
写
本
目
録
』
(『ト
ル
フ
ァ
ン
目
録
』
と
略
)
が
公
刊
さ
れ
、
第

一
巻

(
9
)

と
第
五
巻
に
こ
れ
ら
の
断
簡
が
扱
わ
れ
、
特

に
断
簡
皿
-
W
に
つ
い
て

よ
り
精
緻
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
断
簡
1
の
写
真
は
第

一
五
八
葉
表

・
裏
と
第

一
七

(
1
0
)

三
葉
裏
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
今

回
、
断
簡
1
の
全
体
の

コ
ピ
ー
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
従
来
疑
問
視
さ
れ
て
い
た

点
を
明
ら
か
に
し
、
「雑
阿
含
五
巻
」
と
い
う
巻
表
記
等
、
雑
阿

含

経

組
織
復
原
研
究
に
い
わ
ば
物
的
証
拠
と
し
て
の
資
料
を
提
示
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
最
近
ギ
メ
博
物
館
か
ら
中
阿
含
第

一
三
三
経

「
優
婆
離

(
1
1
)

(
1
2
)

経
」
の
木
版
刷
梵
文
断
簡

一
葉
が
発
見
さ
れ
、

中
谷
英
明
氏
に
よ

っ
て

(
1
3
)

研
究
が
写
真
と
と
も
に
公
刊
さ
れ
た
。

こ
の
断

簡
は
断
簡
1
に
酷
似
し

(
1
4
)

て
お
り
、
裏
面
右
端
に

「
中
阿
含
三
巻
八
十
九
下
」
と
漢
字
で
記
載
さ

れ
、

同
様
の
蓮
華
文
様
を
両
面
に
有
し
て
い
る
。

こ
の
断
簡
の
存
在

に

よ
り
、
四
阿
含
全
体
に
わ
た
っ
て
梵
文
阿
含
経
が
木
版
印
刷
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
断
簡
1
を
検
討
す
る
上

で
も
貴
重
な
資
料

で
あ

る
。

二
 

断
簡
I

・
I
I(
K
a
t
.
 
-
N
r
n
.
 
6
1
2
,
 
1
1
7
4
)

断
簡
I
は
第

一
五
七
葉
が
右
端
の
み
、
第

一
五
八
葉
か
ら
第

一
七
三
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葉
は
左
側
の
部
分
が
現
存
し
、
宋
訳
雑
阿
含
第
九
六

七

経

「
倶

伽

那

経
」
か
ら
第
九
七
二
経

「
三
諦
経
」
に
対
応
す
る
。

一
方
、
断
簡
皿
は

ピ
シ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
三
枚
の
小
断
片
か
ら
な
る
が
、

従
来
そ

の
一
部
が

「
倶
伽
那
経
」
の
直
前
の

「
富
隣
尼
経
」
に
対
応
す
る
こ
と
が
日
本
の

先
学
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
全
体
に

一
致
を
見
い
出
す
こ
と

が
出
来
な
か

っ
た
の
は
、
ピ
シ
ェ
ル
が
こ
の
三
枚

の
断
片

の
順
序

・
表

(
1
5
)

裏
を
あ
く
ま
で
推
測
で
、
I
a
b
,
 
I
I
 
a
b
,
 
I
I
I
 
a
b
 

と
決
め
た
テ
キ
ス
ト
を
、

日
本
の
諸
論
考
で
は
そ
の
ま
ま
載
録
し
た
点
に
起
因
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
『
ト
ル
フ
ァ
ソ
目
録
』
第

五
巻
に
お
い
て
、

こ
れ
ら

の
小

断
片
が
正
し
く
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
、
写
真
と
と
も
に
公
表
さ
れ
た
が
、

漢
訳
と
の
比
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
以
前
か
ら
こ
の
断
簡

は
断
簡
1

の
最
初
、
す
な
わ
ち
第

一
五
七
葉

に
属
す
べ
く
、
正
し
く
復

原
さ
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
旨
ベ

ッ
ヒ

ェ
ル
ト
教
授
に
伝
え
、
断

(
1
6
)

簡
1

の
白
黒
反
転
写
真

の
コ
ピ
ー
を
入
手
す
る

に
至

っ
た
。

こ
れ
に
よ

(
1
7
)

つ
て
、
断
簡
皿
と
第

一
五
七
葉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
復
原
出
来
る
。

さ
ら
に
、
断
簡
全
体
の
コ
ピ
ー
を
見
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

・
雑
阿
含
の

「
雑
」
の
字
体

・
「
五
巻
」
と
い
う
巻
表
記

・
第

一
七
三
葉
の
蓮
華
文
様
の
扱
い

に
つ
い
て
明
ら
か
と
な

っ
え
の
で
、
こ
の
三
点

に
つ
い
て
述
べ
る
。

断簡IIと 断簡I (第157葉)

ト
ル
フ
ァ
ン
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

(細

田
)

二
九

-541-



ト

ル
フ
ァ
ン
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

(細

田
)

三
〇

1

「
雑
」
の
字
体

前
述

の
と
お
り
、
ピ
シ
ェ
ル
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
断
簡
1

の
表
面

(
1
9
)

の
写
真

は
第

一
五
八
葉
の
み
で
、
こ
の

「雑
」

の
字
体
に
つ
い
て
、

つ

ふ
る
と
り

く
り
の
部
分
が

「
佳
」
よ
り
も

「
斤
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「新
阿

含
」
走
読
む
意
見
も
あ

っ
た
が
、
他
の
葉
に
お
け
る
字
体

を

見

れ

ば

す
き

へ
ん

「雑
」
と
読
ん
で
全
く
問
題
は
な
い
。
な
お
、

へ
ん
の
部
分
も

「
乗
」
(
2
0
)

に
見
る
が
、
「巻
」
が
時
に

「
巳
」
と
略
字
体
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
、

漢
数
字
以
外
は
か
な
り
の
略
字
を
使
う
傾
向
に
あ
る
。

2

「
五
巻
」
と
い
う
巻
表
記

宋
訳
雑
阿
含
経
の
対
応
部
分
は
丁
度
第
三
十
四
巻
か
ら
第

三
十
五
巻

に
ま
た
が

っ
て
い
る
が
、
断
簡
1
は
す
べ
て

「
雑
阿
含
五
巻
」
と
表
記

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
断
簡
の

「
巻
」
が
現
行
漢
訳
の
巻
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
品
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
断
簡
全
体
が
漢
訳
相
応
箇
所
何
頁
分
に
あ
た
る
か
を
返
り

点

・
注
番
号
な
ど
本
文
に
捜
入
の
な
い
高
麗
本
を
基
準
に
し
て
測
り
、

そ
こ
か
ら
断
簡

の
失
わ
れ
た
第

一
葉
が
現
行
漢
訳

の
ど

の
あ
た
り
に
く

る
か
を
概
算
す
る
と
、
ほ
ぼ
第
三
十

一
巻
あ
た
り
に
来
る

こ
と

に

な

(
2
1
)

る
。
し
か
し
、
現
行
漢
訳
は
巻
組
織
が
乱
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

(
2
2
)

の
諸
復
原
案
を
参
照
す
る
と
、
共
通
し
て
第
三
十
二
巻
の
前
に
は
第
四

十

一
巻
が
置
か
れ
、
そ
の
後
半
か
ら

「
仏
所
説

(
品
)
」
に
相
応

す

る

経
が
始
ま

る
。
こ
の
こ
と
か
ち
、
断
簡
I

・
I
Iは
本
来
、
雑
阿
含
第
五

巻

(品
の
意
)
「
仏
所
説

(品
)
」
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
推
定
が

可
能

で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
断
簡
裏
面
左
端
上
部

(
あ
る
い
は
表
面
右

端
上
部
)

に
、
'
b
u
d
d
h
a
-
b
h
a
s
i
t
a
h
'

と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
単
に
ピ
シ
ェ
ル
の
言
う
よ
う
に

「
仏
説
〇
〇

経
」
と
言
う
場

(
2
3
)

合
の

「
仏
説
」
と
い
う
形
容
語
と
解
す
べ
き

で

は

な
く
、
「
仏

所

説

(品
)
」

の
原
語
が
'
b
u
d
d
h
a
-
b
h
a
s
i
t
a
h
'

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述

の
中
阿
含
断
簡
に

つ
い
て
、
表
面
右
端
上

部
に
、
同
様

に
s
a
g
t
a
k
aと
記
載
さ
れ
、

「大
品
」
を
意
味
し
て
い

(
2
4
)

る
こ
と
か
ら
類
推
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
木
版
刷
阿
含
経
は
、
書
式
上
、
表

面
右
端
上
部
と
裏
面
左
端
上
部

に
品
名
を
梵
語

で
記
載
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
仏
語
品
」
あ
る
い
は

「
仏
品
」
を
雑
阿
含

の
品
立
て
の
上

で
第
五

番
目
に
置
く
こ
と
は
、
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
第
三
十

九

巻

・
第
四
十
巻
に
知
ら
れ
る
が
、

一
方
、
雑
阿
含
第
二
十
四
巻
冒
頭
に

あ
る

「第
五
調
道
品
第

一
」
と
い
う
現
行
漢
訳

に
辛
う
じ
て
残

っ
て
い

(
2
5
)

る
品
立
て
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
雑
阿
含
経
の
伝
承
が
単

一
で
は
な
い

(
2
6
)

こ
と
も
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
雑
阿
含
組
織
復
原
研
究

に
対
し
て
、
雑
阿
含
の
品
組
織
に
つ
い
て
梵
文
資
料
を
提
供
す
る
に
と

ど
め
、
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

3

蓮
華
文
様
の
扱
い

第

一
七
三
葉
中
央
部
に
存
す
る
蓮
華
文
様
は
両
面
に
あ
る
こ
と
が
入
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手
し
た

コ
ピ
ー
か
ら
知
ら
れ
、
ピ
シ
ェ
ル
は
こ
れ
を
経
典
を
綴
じ
る
糸

(
2
7
)

を
通
す
た
め
の
綴
じ
穴
に
あ
た
る
蓮
華
文
様
と
説
明
し
、
『
ト
ル

フ

ァ

ソ
目
録
』

の
写
本
記
事
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の
文

様
の
中
心
に
穴
が
開
け
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
表
と
裏
を
重
ね
た
本
来

の
状
態
で
二
つ
の
文
様

の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
両
老
の
間
で
数
セ
ソ

チ
の
ず
れ
が
生
じ
、
綴
じ
穴
と
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
綴
じ

穴
で
な
け
れ
ば

こ
の
文
様
が
他
の
断
簡

の
各
葉
毎
に
そ

の
中
央
部
に
刷

ら
れ
る
必
要
は
な
く
、

断
簡
H
が
第

一
五
七
葉
に
属
す
る
う
え
で
、
中

(
2
8
)

央
に
蓮
華
文
様
が
な
く
と
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
中
阿
含
の

断
簡
の
両
面

に
存
す
る
蓮
華
文
様
は
か
な
り
左
寄
り

(左

一
対
右
三
)
の

位
置
に
あ
る
。

三

断
簡
I
I
I
 
(
K
a
t
.
 
-
N
r
.
 
6
1
3
)

断
簡
I
I
I
は
両
端
が
欠
損
し
た

一
葉
の
み
の
断
簡
で
、
裏
面
第

一
行
目

に
経
名

の
ウ

ッ
ダ
ー
ナ
(
u
d
d
a
n
a
)

が
あ
り
、
そ
れ
を
基
準
に
漢
訳
と
対

照
す
る
と
、
表
面
が
雑
阿
含
第
八
三

一
経

「
戒
経
」
、
裏
面
第
二
行

目

(
2
9
)

以
降
が
同
第
八
三
二
経

「
三
学
経
」
に
比
定
さ
れ
る
。
『
ア

ソ
グ

ッ
タ

ラ

・
ニ
カ
ー
ヤ
』
と
漢
訳
で
は
経
の
順
序
が
ほ
ぼ
逆
で
、
パ
ー
リ
を
基

準
に
し
た
ピ
シ
ェ
ル
は
断
簡
の
表
裏
を
逆
に
し
て
い
る
。
椎
尾
博
士
は

荻
原
博
士

の
考
証
に
基
づ
き
表
裏
を
正
し
て
い
る
が
、

ウ
ッ
ダ
ー
ナ
の

重
要
性

に
着
目
し
た
日
本
の
研
究
は
皆
無
で
、
ま
た
、
漢
訳
と
の
対
照

も

「
戒
経
」
で
は
省
略
が
多
く
先
行
す
る

「
崩
伽
閣
経
」
等
に
よ

っ
て

補
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
漢
訳
と

の
正
確
な
比
定
が
行
な

わ
れ
た
の
は
,
 『ト
ル
フ
ァ
ソ
目
録
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

な
お
、
ウ
ヅ
ダ
ー
ナ
に
ょ
る
経
名
と
漢
訳
の
経
順
を
比
較
す
る
と
、

第
八
二
七
経

「
耕
磨
経
」
と
第
八
二
八
経

「驕

経
」
と
の
間
に
ウ
ヅ
ダ

ー
ナ
で
は
二
経
介
在
し
て
お
り
、
「戒
経
」
ま

で
を

一
ま
と
ま
り

と

す

る
点
も
含
め
て
雑
阿
含
組
織
復
原
研
究
の
経
単
位

の
考
察

の
一
助
に
な

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

ピ

シ
ェ
ル
は
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
、
断
簡
I

・
I
Iと
は
字
体
も
異
な

り
、
字
間
も
広
く
と

っ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
立
し
た
断
簡
で
あ
る
と

(
3
0
)

す
る
が
、

ほ
ぼ
原
寸
大
の
両
者
の
写
真
を
比
べ
る
と
、
五
行
ど
り
の
文

字
列
の
天
地
に
引
か
れ
た
線
の
間
隔
は
両
者
と
も

一
〇

・
五
セ
ソ
チ
程

で
、
失
わ
れ
た
部
分
の
梵
文
を
可
能
な
箇
所
に

つ
い
て
回
復
す
る
と
、

両
者
と
も
五
〇
数
シ
ラ
ブ
ル
と
、
か
な
り
の
書
式
上

の
共
通
点
を
見
い

出
す
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
断
簡

は
戦
争
に
よ
る
疎
開
後

の
混
乱
で
実

(
3
1
)

物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
物

に
よ

っ
て
両
者
を
比
較
す
る
こ

と
は
現
在
不
可
能
で
あ
る
が
、
類
似
の
木
版
刷
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

四
 

断
簡
I
V
 (K
at
.
 
-
N
r
.
 
6
1
4
)

断
簡
I
Vは
二
葉

の
断
片
か
ら
な
り
、
四
念
処

の
う
ち
心
念
処

・
法
念

処
と
四
正
断

の
冒
頭

に
あ
た
る
梵
文
を
含
む
が
、
断
簡
I
-
I
I
I
と
は
独

立
し
た
断
簡
で
あ
り
、

こ
れ
を
阿
含
経
の
一
部

に
み
な
す
根
拠
は
全
く

な
い
。
従
来
、

雑
阿
含
第
八

一
三
経

「金
毘
羅
経
」
等
に
比
定
し
た
日

ト

ル
フ
ァ
ン
将
来

木
版

刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

(細

田
)
 

一三
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ト
ル
フ
ァ
ソ
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

(細

田
)

三
二

本
で
の
研
究
は
、
こ
の
断
簡
が
阿
含
経
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
作
業
仮

説
に
基
づ
き
、
そ
の
上
で
四
念
処
を
説
く
阿
含
経

(特
に
雑
阿
含
)
に
比

定
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
ピ
シ
ェ
ル
は
こ
の
二
葉

の
断

簡
を
本
来

一
葉
の
も
の
と
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
テ
キ
ス
ト
に
し
た
た

め
、
梵
文
が
支
離
滅
裂
に
な
っ
た
こ
と
も
混
乱
の
原
因
と
な

っ
た
。

『
ト
ル
フ
ァ
ソ
目
録
』
で
は
梵
文
が
正
し
く
改

め
ら
れ
た
が
、

こ
の

断
簡
が
各
面
五
行
を
有
し
、
二
葉
目
表
面
第

一
ー

二
行
、
裏
面
第
四
ー

五
行
が
欠
損
し
て
い
る
と
す
る
点
は
疑
問
で
あ
る
。
類
似
の
文
を
有
す

る

『
ト
ル
フ
ァ
ソ
目
録
』
第
五
巻
の
断
片

(
K
a
t
.
 
-
N
r
.
 
1
1
8
0
,
 
B
x
-
z
,

(
3
2
)

A
1
-
3の順
)
を
参
照
し
、
B
l
a
t
t
 
a
)
か
ら
b
)
に

か
け
て
失
わ
れ
た
梵
文

を

【

】
内
に
示
す
と
、
百
十
数
シ
ラ
ブ
ル
程
の
文
が
欠
損
部
分
に
充

当
し
、
こ
の
断
簡

の
十
二
乃
至
十
四
行
分
、
す
な
わ
ち
B
l
a
t
t
 
a
)
裏

面
は
下
五
-
六
行
、
B
l
a
t
t
 

b
)表
面
は
上
七
-
八
行
が
欠
損
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
 
B
l
a
t
t
 

a
)
 V
5
の
'
th
'
の
文
字
が
半
分
欠
損

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

な
お
、
図
版
か
ら
は
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
ピ
シ
ェ
ル
に
ょ
れ

ば
、

こ
の
断
簡
の
余
白
に

「
十
三
」
と
よ
め
る
数
字
が
中
央
ア
ジ
ア
文

(
3
3
)

字
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を

『
ト
ル
フ
ァ
ソ
目
録
』
で
は
葉
番
号

(
3
4
)

で

は
な

い

か
と

解

す

が
、

例

え
ば

『
ア

ル
タ

・
ヴ

ィ

ニ
シ

ュ
チ

ャ
ヤ

・

(
3
5
)

ス
ー
ト
ラ
』
で
は
四
念
処
が
第
十
三
番
目
の
法
数

に
あ

た

る
こ
と
か

ら
、
こ
の
数
字
を
四
念
処
の
法
数
番
号
を
控
え
た
も
の
と
解
し
、
こ
の

断
簡
は

一
種
の

「
法
数

マ
ニ
ュ
エ
ル
」
の
一
部

で
あ
る
と

考

え

ら

れ

(
3
6
)

る
。以
上
、
ピ
シ
ェ
ル
公
表
の
梵
文
断
簡

に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
知
見
を
加
え
る
と
と
も
に
、
雑
阿
含
組
織
復

原
研
究
に
資
料
を
提
供
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
検
討
し
た
次

第

で

あ

る
。

断簡IV復原梵文
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2
 
P
i
s
c
h
e
l
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
,
 
T
a
h
e
l
 
V
I
.
 
本
注

8
の
書
の
扉
に
も
掲
載
。

3
 
L
e
 
S
a
m
y
u
k
t
a
g
a
m
a
 
s
a
n
s
c
r
i
t
 
e
t
 
l
e
s
 
f
e
u
i
l
l
e
t
s
 
G
r
u
n
w
e
d
e
l
.

T
'
o
u
n
g
 
P
a
o
.
 
S
e
r
i
e
 
I
I
,
 
V
o
l
.
 
V
,
 
1
9
0
4
,
 
p
p
.
 
2
9
7
-
3
0
9
。

4

「新
発
見
の
阿
含
諸
経
の
梵
文
」
『壼
月
全
集
』
上

(大
東
出
版
社
、

昭
和
八
年
)
、
五
六
四
頁

(初
出

『新
仏
教
』
第
十
巻
二
号
、
明
治
四
十

二
年
)
。

5

「梵
語
の
阿
含
経
と
漢
訳
原
本
の
考
察
」
『哲
学
雑
誌
』
第

一
八
二
号
、

昭
和
二
年
、
三
四
五
頁
-
三
五
四
頁
。

6

「雑
阿
含
に
就
て
」
『大
正
大
学
々
報
』
第
六
・
七
合
輯
、
昭
和
五
年
、

三
〇
〇
1
三
一
二
頁

(『荻
原
雲
来
還
暦
記
念
論
文
集
』
と
し
て
再
版
、

山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和
四
十
七
年
)
。

7

『漢
巴
四
部
四
阿
含
互
照
録
』
(破
塵
閣
書
房
、
昭
和
四
年
)
、
三
五
二

-
三
五
四
頁
。

8

『梵
語
仏
典
の
諸
文
献
』
(平
楽
寺
書
店
、
昭
和
三
十
四
年
)
、
三
三
-

三
五
、
一
八
六
頁
。

10

第

一
五
八
葉
表

の
写
真

は
本
注
2
参

照
。

f
o
l
.
 
H
5
8b
:
 Pisc
h
e
l
,
 
a
.
 
a
.

O
.
,
 
T
a
fe
l
 V
I
I
;
 
fo
l
.
 
1
7
3
b
:
 

P
isc
h
e
l
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
,
 
T
a
he
l
 V
I
I
I
,
 
W
a
l
d
-

sc
h
m
id
t
,
 
a
.
 
a
 
O
.
,
 
T

e
i
l
 
1
.
 

T
a
fe
l
.
 
3
5
.

11
 

こ
の
中
阿
含
断
簡

に
つ
い
て
は
松

田
和
信

・
榎
本
文

雄

の
両
氏
よ
り
存

在
を
知
り
、

資
料
を
提
供
し
て
下
さ

っ
た
。

記

し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

12

森
安
孝
夫

「
十

一
世
紀
後
半
以
降

の
敦
煙
文

書
」
(
講
座
敦
燈

6

山

口

瑞
鳳
編

『
敦
煙
胡
語
文
献
』
、
大
東
出
版
社
、

昭
和
六
十
年
)
、
九
六
頁
。

13
 
H
.
 N
ak
a
ta
n
i
:
 
U
n
 
f
t
a
g
m
e
n
t
 
x
y
l
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 

d
e

c
o
n
se
rv
e
 au
 M
u
s
ee
 G
u
im
e
t
.
 
B
u
lle
t
i
n
 
d
'e
tu
d
e
s
 in
d
ie
n
n
es
.

N
4
,
 
1
9
8
6
.
 

p
p
.
 
3
0
5
-
3
1
9
.
 

こ
の
論
文

で
は
、

ピ

シ

ェ
ル
の
断
簡

に
も
言

及
し
、

木
版
刷
阿
含
経

の
作
成
年
代
を
十
三
-
四
世
紀

に
置
き
、

そ

の
背

景

の
ウ
イ
グ

ル
人
に

つ
い
て
の
言
及
等
、

有
益
な
示
唆

に
富

ん
で
い
る
。

14

実
際

の
表

記

は

「
巳
」
。
本
注

20
参
照
。

15
 
P
isc
h
e
l
.
 

a
.
 
a
.
 
O
.
,
 
S
.
 
8
1
8
.

16
 

入
手
に
い
た
る
ま
で

の
経
緯

に
対

し
て
は
、
B
e
c
h
e
r
t
教
授

な

ら

び

に
、
松
村

恒
、
K
.
 
W
i
l
l
e
 

の
両
氏

に
深
く
感
謝

い
た

し
ま
す
。

17
 
本
稿

で
は
、
失

わ
れ
た
部
分

の
復
原

は
断
簡
I
Iか
ら
第

一
五
七
葉

に
続

く

三
箇

所
に
と
ど
め
、

残
余

の
箇
所
と
第

一
五
八
葉

以
降

の
復
原
は
漢
訳

と

の
対
照
も
含
め
、

別
稿

に
用
意

し
て
い
る
。

18
 
第

一
五
七
葉
が
有

す
る
梵
文

は
ゴ

チ

ッ
ク
体

の
箇
所

の
み
で
あ

る
。
最

初

の
t
p
a
 

を
ピ

シ

ェ
ル
は
n
y
aと
読
む
が
、

コ
ピ
ー
に
よ

っ
て
訂
正
す
る
。

19
 

ト

ル
フ
ァ
ン
出
土

の
漢
訳
雑
阿
含
経
断
簡

か
ら
も
類

似

の

「
雑
」

の
字

体
が

見
ら
れ
る
。

藤
枝
晃
編

『
高
昌
残
影
』

(法
蔵
館
、
昭
和
五
十
三
年
)

P
l
.
 
L
X
IV
;
 A
.
 vo
n
 G
a
v
a
i
n
:
 
D
ie
 D
r
n
ck
e
 d
e
r
 T
u
r
f
a
n
 
S
a
m
-

m
lu
n
g
.
 
B
e
rli
n
,
 
1
9
6
7
,
 

T
a
fe
l
 3
.

20

「
巳
」
と
表
記
す
る
も

の
。
f
o
l
.
 
1
5
7
,
 
1
6
2
-
1
6
7
,
 
1
7
3
.

「
巻
」
も

正
確

に
は

「
巻
」
と
記
さ
れ
、

「
巳
」

は
こ
れ
を
略
し
た

も

の

墨
ル
フ
ァ
ン
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
経
断
簡

(細

田
)

三
三
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ト
ル
フ
ァ
ン
将
来
木
版
刷
梵
文
雑
阿
含
断
経
簡

(細

田
)

三
.
 
四

で
あ
る
。

21

こ
れ

は
レ
ヴ

ィ
が
卍
蔵
経
を
基
準
に
し
て
計
算

し
た
結

果

と

一
致

す

る
。
C
f
.
 
L
e
v
i
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
 
3
0
3
.

22

こ
こ
で

は
紙
幅

の
関
係
上
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
が
集
成

さ
れ
て
い
る
最

近

の
二
論
文

を
挙
げ
る
。

向
井
亮

「『
喩
伽
師
地
論
』
摂
事

分

と

『
雑
阿

含
経
』
1

『
論
』
所
説

の

<
相
応

ア
ー
ガ
マ
〉

の
大
綱

か

ら

『
雑

阿

含

経
』

の
組
織
復

原
案

ま
で
1

附

『
論
』
摂
事

分
-

『
経
』
対
応
関
係

一

覧
表
」
『
北
海
道

大
学
文

学
部
紀
要
』

三
三

ノ
ニ
、
昭
和
六
十
年
、
横
組

一

-
四

一
頁
。

水
野
弘

元

「
『
雑
阿
含
経
』

の
研
究
と
出
版
」
『
佛
教
研
究
』

第
十
七
号
、

昭
和

六
十

三
年
、

横
組

一
-
四
五
頁
。

23
 
P
i
s
c
h
e
l
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
,
 
S
.
 
8
1
0
.

24
 
N
a
k
a
t
a
n
i
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
 
3
0
6
.

25
 
向
井
亮
、

前
掲
論
文
、

一
四
、

一
ニ

ー

二
二
頁
参

照
。

26

榎
本
文
雄

「
説

一
切
有
部
系

ア
ー
ガ

マ
の
展
開
ー

『
中
阿
含

』
と

『
雑

阿
含

』
を
め
ぐ

っ
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

三
十

二
巻
第

二

号
、

昭
和
五
十

三
年
、

横

組
五

一
-
五
四
頁
。

同

「
阿
含
経
典

の

成

立
」
『東

洋
学
術
研
究
』
第

二
十

三
巻
第

一
号
、

昭
和
五
十
九
年
、

九

三
-

一
〇

八

頁
。
同

「
東

ト
ル
キ
ス
タ

ン
出
土
梵
文
阿
含

の
系
譜
」
『
華
頂
短

期

大

学

研
究
紀
要
』
第

二
十
九
号
、

昭
和

五
十
九
年
、

一
一
-

二
六
頁
。

27
 
P
i
s
c
h
e
l
.
 
a
.
 
a
.
 
O
.
,
 
S
.
 
8
1
0
.

28

蓮
華
文
様

が
両
面
と
も

ほ
ぼ
同
じ
位
置

に
刷

ら
れ
て

い
る

こ
と

は
、
綴

じ
穴

の
目
的

を
持

っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ

の
断
簡

に

つ
い
て
は
本

来

の
目
的
が
失

わ
れ
形
式
上

の
意
義
を
有
す

る
に
至

っ
た
と

考

え

ら

れ

る
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
松

田
和
信
氏
よ
り
御
意
見

を
寄

せ
ら
れ
た

こ
と

を
附
記
す

る
。

29
 
断
簡
I
I
I
の
梵
文
 
U
d
d
a
n
a
 

と
漢
訳
雑
阿
含

経
、

パ
ー
リ

・
ニ

カ

ー

ヤ

(
A
N
.
)
 

対
照
表

8
1
6
-
8
2
1学

経
 

A
N
.
 8
9
-8
5
 S
ik
k
h
a

8
2
2
-8
2
3
 浬

藥

経

82
4
-
8
2
6
 学

経
 
8
4
 

S
e
k
h
a

8
27
 

耕

磨

経
 

k
u
k
u
t
yan
d
an
i
 
8
2
 
S
u
kh
e
tta

s
a
ik
sa
h

s
ra
m
an
ab
h
ik
s
u
n
a

8
28
 

騨

経
 

g
a
rd
a
b
h
o
 

8
1
 S
a
m
an
a
 (G
a
d
r
ab
h
a
)

in
 
Na
ga
r
i
 
E
d
.

8
2
9
 

践
者

子

経
 
v
r
j
i
p
u
t
r
a
s
 

c
a
 
8
3
 
V
a
j
j
i
p
u
t
t
a

8
30
 

崩

伽

閣

経
 

p
a
n
k
a
ja
 

9
0
 P
a
nk
a
d
h
a

8
3
1
 

戒

経
 

ta
c
 c
a
 b
h
ik
su
n

8
3
2
 
(
=
8
1
7
)
三学

経
 

(*
s
i
k
s
a
)
 

8
8
 S
ik
k
h
a

30
 

P
isc
h
e
l
,
 
a
.
 a.
 O
.
,
 
S
.
 
1
1
3
8
.
 

ち

な

み

に
、

山

田
龍

城

博

士

の
説

明

に

は
断

簡
I
I
I・
I
Vは

「
K
h
a
n
s
p
a
l
a
s
t
e
 

で
発

掘

し

た

」

(前

掲
書
、

三

四
頁
)

と

あ

る
が
、

断

簡
I
I
Iも

断

簡

I

・
I
I同

様
 
G
ru
n
w
e
d
e
l
 が

ld
y
k
u
t
sari

で
購

入

し

た
も

の

で
あ

る
。

31
 
W
l
d
s
c
h
m
i
d
t
,
 

a
.
 a.
 O.
,
 
T
e
i
l
 
1
,
 

S
.
 
2
7
1
.
 

A
n
m
.
 1
.

32
 

下
線

部

分
が

該

当

箇

所
。
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